
地域や年代を問わず、多くの人に親しまれている「ミッフィー」。そんなミッフィーの姿をデザインに取り入れたユニフォーム
が、「ナースらしさ」を体現するものとして病棟で活躍しています。今回は、看護部としてミッフィーのユニフォームを採用した

熊谷総合病院にて、芳賀佐知子看護部長にお話をうかがいました。

　当院の看護部では、ディック・ブルーナ

原作の絵本の主人公・ミッフィーがデザイ

ンされたユニフォーム（miffy Series）を採用しました。

　ミッフィーを見てみると、長い耳と目線がいつでも正面を

向いていることがわかります。このことは、ナースとして「常

に患者さんのお話をよく聴くこと」「患者さんの目を見て丁

寧に向き合うこと」に通じています。こういった看護の原点

ともいえる要素を目に見えるかたちで表現できることから、

このユニフォームの採用に至りました。

　採用にあたっては、キャラクターがデザインされていない

ものも含めていくつかの種類を検討しましたが、そのなかで

も特にスタッフからの支持が大きかったものがこのミッフィ

ーのユニフォームでした。
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常にまっすぐ
前を向いているミッフィーは、
患者さんにしっかり向き合う

看護のマインドと
合致している

白衣最前線
Uniform

「ミッフィー」のデザインに共鳴する看護の原点。
ナースのアイデンティティを示す、新しいユニフォームを採用

ナースとして大切な「聴く」
「見る」をミッフィーの
イラストに見いだした

芳賀佐知子
看護部長

HIを支える白衣の力
第14回　熊谷総合病院

HI(Hospital Identity)は、病院の文化や特性・独自性を高めるうえで重要な、ブランディング戦略です。その HI を高めるた
めに白衣がどのような力を発揮するか。この連載では、 デザイン性だけではない白衣へのこだわりをお伝えしていきます。

採用商品：MFF-5837（左）、MFT-5802（中央）、MFF-5832（右）
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毎日着るユニフォームだから意味がある。
デザインでナースとしての誇りを示す

　前述のように、ミッフィーのデザインにはナースとしての

アイデンティティに共鳴する点があります。かつてはナース

キャップが「聴き耳頭
ず

巾
きん

」とも呼ばれ、傾聴というナースの

心得を表現するものになっていましたが、現在は感染症対

策の観点から使われなくなりました。そうしたなかで、毎日

身につけるものであるユニフォームのなかにナースを象徴

するイメージを盛り込めたことには、大きな意味があると感

じています。

　実習や職業体験などで当院にやって来る学生の皆さん

からも、「かわいい」といった感想のほか、「なぜユニフォー

ムがミッフィーなのか？」と問われることもあります。そのよう

なときも、上記のようにミッフィーのデザインと看護の関係

をお話しすることで、デザインに込められた当院の看護観を

しっかりと伝えることができるかと思います。

新しいカラーリングと素材で
暑い時期の着用感も向上

　スタッフからも女性・男性を問わず好評です。ポケットや

袖の部分に、さりげないかたちでミッフィーが使われている

のも着やすさにつながっているようです。基本となるカラー

がネイビーであることも、汚れが目立ちづらいほか、見た目

に引き締まった印象を与えています。

　また、動くことが多く、暑さを感じやすい職種であるナー

スにとって、特に夏期に着やすいかどうかは重要なポイント

でした。病棟ナースが着用しているユニフォーム（掲載画像

内のネイビーのモデル）は接触冷感の素材を使用し、伸縮

性にもすぐれており、着心地の面でも高い評価を得ていま

す。

目立ちすぎず、
袖やポケット部分に
ワンポイントで
ミッフィーがいる

デザインも着やすさに
つながっている

患者さんと目線を
合わせることは
ケアの基本。
座り、立つことを

繰り返しても疲れない
着心地も高評価

ネイビー、
バーガンディなどの
カラーリングが

シックで引き締まった
印象を与える

TEL：03-5289-7891
E-mail：hp-info@nagaileben.co.jp
ホームページ：https://www.nagaileben.co.jp

総病床数310床（一般240床、HCU10床、SCU３床、回復期57床）を
擁し、熊谷市を中心とする地域の中核病院として最新の医療を提供し
ている。2017年８月に回復期リハビリテーション病棟を開設。2022年
には、地域のかかりつけ医を支援する機能をもつ病院に対して授与さ
れる「地域医療支援病院」の承認を受けたほか、2022年に埼玉県災
害時連携病院や2024年に埼玉県がん診療指定病院など多数の認
定・指定を受けている。看護部の理念は「地域医療に応えるため、利
用者の生活を視野に入れた切れ目のない医療をめざす」というもので、
退院後の生活までを長期的に見すえたケアを目標としている。
〒360-8567 埼玉県熊谷市中西４-５-１
https://www.kumasou.or.jp

熊谷総合病院
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